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『初めての山・愉しかりし山』
本多勝一／著（すずさわ書店1980）

著者が登山にのめりこんだ少年
時代を振り返った記録です。登
山賛歌にとどまらず、ある意味
で『山離れ』に至った後年の心
象描写が、山に捧げた青春を一
層際立たせています。
文中には下山後木炭バスに乗
る情景もあり、時代を感じさせま
した。

『ラプラスの魔女』
（東野圭吾／著 KADOKAWA 2015.5）

円華という女性のボディガードを依頼された元警官
の武尾は、彼女の不思議な<力>を疑いはじめる。同
じ頃、2つの温泉地で硫化水素による死亡事故が起
きていた。検証に赴いた研究者・青江は、双方の現
場で円華を目撃し…。

ドラマ・映画の原作本を集めました。

『リバース』
（湊かなえ／著 講談社 2015.5）

平凡なサラリーマン、深瀬和久の趣味はコーヒーを
飲むこと。その縁で、美穂子という彼女もでき、人生
に彩りが添えられると思った。だが、 「深瀬和久は
人殺しだ」と書かれた告発文が送りつけられ…。

『ハゲタカ』
（真山仁／著 ダイヤモンド社 2004.12）

バブル崩壊から15年余り。グローバルスタンダード

の名の下、外国資本が雪崩を打って日本に来襲。彼
らの名は「ハゲタカ」。果たして「ハゲタカ」とは何者
なのか。悪魔なのか? 救世主なのか?

『空飛ぶタイヤ』
（池井戸潤／著 実業之日本社 2006.9）

小さな運送会社のトレーラーが起こしたタイヤ脱輪に
よる死亡事故。事故原因は整備不良か、それとも…。
「容疑者」と目された男が、家族・ 仲間とともにたった
ひとつの事故の真相に迫る、果てなき試練と格闘の
数か月!

『日本のいちばん長い日』
（半藤一利／著文藝春秋 2006.7）

「聖断」に従い平和への努力を続ける人々と、徹底
抗戦を主張して蹶起せんとした青年将校たち。昭和
二十年八月十五日正午に至る一昼夜に繰り広げら
れた二十四時間の人間ドラマを埋もれていた資料を

もとに再現。不朽の名作。

『花戦さ』
（鬼塚忠／著 KADOKAWA 2016.5）

深い友情と信頼で結ばれていた花の名手・池坊専好
と茶の名人・千利休。ところが、秀吉の怒りを買った
利休が非業の死を遂げる。怒りに震える専好に、秀
吉への復讐の機会が訪れ…。華道家元・池坊専好と
千利休の厚き友情の物語。
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第１０回大人におくる朗読会

『 煌めくハーバリウム

－キラキラ輝く美しい花の標本－ 』
ハーバリウムとは、「植物標本」を意味し、花や植物を
専用のオイルに浸すことにより、長く花や植物を楽し
めるインテリア雑貨です。お手入れも不要で、玄関や
リビングなど、置く場所も選びません。基本の道具（専
用のオイルや花材）を揃えれば、誰でも簡単にハーバ
リウムづくりを楽しむことができます。自分好みのボト
ルや花材を組み合わせて、とっておきの一本をつくっ
てみませんか。

『 リメ缶とグリーンのスタイリングブック
－簡単DIYで作る、飾る－ 』

家の中に眠っている空き缶はありませんか。簡単な
ＤＩＹで、おしゃれなインテリア雑貨に空き缶が早変わ
りします。本書では、水性ペイントやアクリル絵の具
を用いた塗装のやり方や、英字新聞を切り抜いてア
ンティーク風するやり方などが紹介されています。自
分がＤＩＹした愛着のあるリメ缶と、自分好みの植物
の組み合わせを考えるのも楽しい一冊です。

日時： 平成29年10月20日（土）
午後2時～4時（午後1時30分開場）

場所： 保谷駅前公民館 集会室

保谷朗読会ボランティアによる大人におくる朗読
会。申し込みは不要、入場無料です。当日、直
接会場へお越しください。

高校野球今年は 回記念大会です！

『Sports Graphic Number甲子園ベストセレクション 1
-9人の怪物を巡る物語』

（スポーツグラフィックナンバー編 文藝春秋 2017.7）

名勝負が甦る！甲子園を沸かせた9人の怪物たちを巡る26編
を収録する。

『高校野球100年
-甦る名勝負 永遠のヒーロー』

（週刊朝日編集部編 朝日新聞出版 2015.7）

記憶に残る名勝負、名シーン、球場を沸かせたヒー
ローたち。高校野球100年の歴史を選りすぐりの写真
とともに振り返る。

『ハンパねぇ！高校野球』
（藤田憲右著 小学館 2016.7）

「高校野球大好き芸人」のトータルテンボ
ス・藤田憲右が、試合観戦が格段に楽しく
なる方法を、余すところなく伝授する。様々
な疑問にも自身の高校球児経験と豊富な
知識で答える。

『ブラバン甲子園大研究
-高校野球を100倍楽しむ-』

（梅津有希子著 文藝春秋 2016.7）

甲子園のアルプススタンドで日本一熱い夏を
闘う吹奏楽部員たち。ブラバン甲子園の謎を
徹底大解剖！

『校歌の大甲子園史
-深淵なる校歌の世界を聞く-』

（渡辺敏樹著 地球丸 2015.7）

春と夏で違う校歌が流れる学校がある、法
然上人がつくった校歌がある……、ユニーク
な校歌や知られざる名曲校歌など、全80曲
を掲載。

『甲子園「観戦力」をツーレツに高める本』
（小野塚康之著 中央公論新社 2015.7）

野球実況30年超、NHKのハイテンションな名物
アナが甲子園を9倍楽しむ方法を公開！

『ああ栄冠は君に輝く
-知られざる「全国高校野球大会歌」誕生秘話 加賀大介物語-』
（手束仁著 双葉社 2015.7）

発表から20年経って明かされた「本当の作詞者」。
全国高校野球大会歌「栄冠は君に輝く」を作詞した加賀大介の半生を追う。

『昭和十七年の夏 幻の甲子園
-戦時下の球児たち-』
（早坂隆著 文藝春秋 2010.7）

朝日新聞主催から文部省主催に変更して強行さ
れた昭和17年の甲子園大会。大会後は「兵士」と
して戦場に向かった球児たちのノンフィクション。

長い歴史に、様々なエピソード

観戦力！

野球だけが「甲子園」ではない！


